
石
巻
社
会
保
険
事
務
所  

か
ら
の
お
知
ら
せ 
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国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

世
帯
は
、
前
年
の
所
得
金
額
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、
毎
年
必
ず
申
告
す

る
義
務
が
あ
り
、保
険
税
の
算
出
は
、

原
則
と
し
て
市
・
県
民
税
の
申
告
を

基
に
行
わ
れ
ま
す
。

国
保
世
帯
の
世
帯
主
（
本
人
自
身

が
国
保
に
加
入
し
て
い
な
い
場
合
も

含
み
ま
す
）
と
国
保
に
加
入
し
て
い

る
世
帯
員
全
員
の
合
算
所
得
金
額
が
、

一
定
基
準
額
を
下
回
る
場
合
、
均
等

割
額
（
一
人
ひ
と
り
に
か
か
る
額
）

と
平
等
割
額（
世
帯
毎
に
か
か
る
額
）

が
軽
減
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
高
額
療
養
費
の
負
担
限
度

額
も
申
告
後
の
所
得
区
分
に
よ
り
算

定
さ
れ
ま
す
の
で
、
次
の
よ
う
な
方

は
必
ず
市
・
県
民
税
の
申
告
を
し
て

く
だ
さ
い
。

q
平
成
１８
年
中
に
収
入
の
な
か
っ
た

方
（
１８
年
中
の
収
入
が
雇
用
保
険

な
ど
の
非
課
税
所
得
の
み
の
方
も

含
み
ま
す
）

w
平
成
１８
年
中
に
障
害
・
遺
族
年
金

を
受
給
し
て
い
た
方
（
た
だ
し
、

他
の
厚
生
年
金
・
国
民
年
金
な
ど

を
受
給
し
て
い
る
方
は
申
告
不
要

で
す
）

e
平
成
１８
年
中
に
扶
養
、
仕
送
り
、

退
職
金
・
預
貯
金
で
生
活
し
て
い

た
方
な
ど

※
基
本
的
に
は
3
月
１５
日
ま
で
な
ら

市
内
申
告
会
場
、
そ
れ
以
降
な
ら

本
庁
2
階
市
民
税
課
窓
口
ま
た

は
、
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
の

市
・
県
民
税
担
当
窓
口
で
、
市
・

県
民
税
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
す
で
に
税
務
署
や
市
役
所
、
各
総

合
支
所
で
申
告
を
済
ま
せ
て
い
る

方
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
国
保
加
入
世
帯
の
中
に
、
q
〜
e

の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
一
人
で
も
未
申

告
の
方
が
い
る
と
、
保
険
税
の
軽

減
や
高
額
療
養
費
の
負
担
限
度
額

の
判
定
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
　
国
保
年
金
課
（
内
線
２４９
・
２７４
・

２７５
）・
各
総
合
支
所
市
民
生
活

課
　
国
保
税
担
当

※
4
月
の
入
院
に
つ
い
て
は
、
4
月

中
に
申
請
す
れ
ば
4
月
１
日
か
ら

認
定
し
ま
す
。

な
お
、「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

の
交
付
に
つ
い
て
は
、
国
民
健
康

保
険
税
に
滞
納
の
な
い
世
帯
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

問
　
国
保
年
金
課
（
内
線
４７１
・
４７２
）

石
巻
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
月

曜
日
・
休
日
に
お
け
る
年
金
相
談
窓

口
を
設
け
て
い
ま
す
。

●
月
曜
日
の
時
間
外
延
長

実
施
日

１２
日
b
・
１９
日
b

受
付
時
間

午
後
７
時
ま
で

場
所

石
巻
社
会
保
険
事
務
所

●
休
日
開
庁
に
よ
る
年
金
相
談

実
施
日

１０
日
g

受
付
時
間

午
前
９
時
３０
分
か
ら

午
後
４
時
ま
で

場
所

石
巻
社
会
保
険
事
務
所

※
４
月
以
降
も
相
談
窓
口
の
開
設
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

毎
月
第
２
・
第
３
月
曜
日
（
午
後

７
時
ま
で
）

第
２
土
曜
日
（
午
前
９
時
３０
分
〜

午
後
４
時
）

問
　
石
巻
社
会
保
険
事
務
所

1
２２
‐
５
１
１
５

７０
歳
未
満
の
人
が
入
院
し
た
と
き

に
は
、
３
月
ま
で
は
、
自
己
負
担
分

（
医
療
費
の
３
割
）を
全
額
負
担
し
て
、

あ
と
か
ら
申
請
に
よ
り
限
度
額
を
超

え
た
分
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

４
月
か
ら
は
、「
限
度
額
適
用
認

定
証
」
を
医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ

と
で
、
入
院
時
の
窓
口
で
の
支
払
い

が
限
度
額
ま
で
と
変
わ
り
ま
す
。

こ
の
支
給
方
法
は
、
平
成
１４
年
か

ら
す
で
に
、
７０
歳
以
上
で
実
施
し
て

お
り
、
平
成
１９
年
４
月
か
ら
は
７０
歳

未
満
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

限
度
額
適
用
認
定
証
の
交
付
を

受
け
て
く
だ
さ
い

医
療
費
の
自
己
負
担
限
度
額
は
所

得
区
分
に
応
じ
て
異
な
り
ま
す
。

医
療
機
関
の
窓
口
で
そ
の
所
得
区

分
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
「
限

度
額
適
用
認
定
証
」
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
は
、
現
行

の
「
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
に

代
え
て
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
」
が
、
一
般
お
よ
び

上
位
所
得
者
に
は
、
新
た
に
「
限
度

額
適
用
認
定
証
」が
交
付
さ
れ
ま
す
。

認
定
証
の
交
付
に
は
申
請
が
必
要

で
す
。
入
院
が
決
ま
っ
た
ら
、
必
ず

入
院
前
に
申
請
し
ま
し
ょ
う
！

市
・
県
民
税

県
民
税
の
申
告
は
お
済
み

の
申
告
は
お
済
み
で
す
か
？

で
す
か
？ 
市
・
県
民
税

県
民
税
の
申
告
は
お
済
み

の
申
告
は
お
済
み
で
す
か
？

で
す
か
？ 
市
・
県
民
税
の
申
告
は
お
済
み
で
す
か
？ 

国
民
健
康
保
険
加
入
の
皆
さ
ん
へ 

 

入
院
時
の
高
額
療
養
費
の
支
給
方
法
が
変
わ
り
ま
す

入
院
時
の
高
額
療
養
費
の
支
給
方
法
が
変
わ
り
ま
す 

入
院
時
の
高
額
療
養
費
の
支
給
方
法
が
変
わ
り
ま
す 

４
月
か
ら

４
月
か
ら
7070
歳
未
満
の

歳
未
満
の 

４
月
か
ら
70
歳
未
満
の 

問

問
自己負担限度額（月額） 

※１　基礎控除後の総所得金額などが６００万円を超える世帯に当たります。 
※２　過去１２カ月間に、一つの世帯での支給が４回以上あった場合は、４回目以降の限度額を超えた分が 
　　　支給されます。 

一　　　　　　般 

上 位 所 得 者 

住民税非課税世帯 

所　得　区　分 3回目までの限度額 4回目以降の限度額 

８０,１００円＋（医療費－２６７,０００円）×１％ 

１５０,０００円＋（医療費－５００,０００円）×１％ 

３５,４００円 

４４,４００円 

８３,４００円 

２４,６００円 

※２ 

※１ 

問
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公
共
下
水
道
使
用
料
・
農
業
集
落

排
水
処
理
施
設
使
用
料
・
浄
化
槽
使

用
料
は
、
合
併
前
の
旧
市
町
ご
と
に

定
め
ら
れ
た
も
の
で
、
統
一
料
金
に

は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
、
平

成
１９
年
度
（
今
回
）
と
平
成
２２
年
度

の
２
段
階
で
統
一
料
金
と
な
る
よ
う

改
定
し
ま
す
。

な
お
、
平
成
２２
年
度
の
改
定
は
、

石
巻
地
区
と
雄
勝
地
区
を
含
め
た
全

地
区
の
下
水
道
使
用
料
を
統
一
料
金

と
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
使
用
料
の
改
定
内
容

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
公
共
下
水
道
使
用
料
の
改
定

石
巻
地
区
お
よ
び
雄
勝
地
区
を
除

く
５
地
区
（
河
北
地
区
・
河
南
地

区
・
桃
生
地
区
・
北
上
地
区
・
牡
鹿

地
区
）
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

改
定
内
容
は
、
従
量
使
用
料
の
排

除
汚
水
量
区
分
を
石
巻
地
区
に
統
一

し
、
使
用
料
に
つ
い
て
は
石
巻
地
区

の
料
金
を
基
準
と
し
、
５
地
区
の
現

行
使
用
料
と
の
差
額
の
２
分
の
１
程

度
と
な
る
よ
う
従
量
使
用
料
の
単
価

を
下
記
（
表
１
）
の
と
お
り
改
定
し

ま
す
。

●
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
使
用
料

（
河
南
地
区
）
の
改
定

鹿
又
・
本
町
・
和
渕
・
定
川
・
笈

入
の
５
地
区
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

改
定
内
容
は
、
一
般
家
庭
の
世
帯

員
数
で
定
額
料
金
と
な
る
「
世
帯
割

制
」
と
事
業
所
な
ど
の
「
従
量
制
」

の
料
金
体
系
を
河
南
地
区
の
公
共
下

水
道
使
用
料
と
統
一
料
金
と
し
、
下

記
（
表
２
）
の
と
お
り
改
定
し
ま
す
。

●
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
使
用
料

（
河
北
地
区
）
の
設
定

中
道
地
区
の
農
業
集
落
排
水
処
理

施
設
が
４
月
か
ら
一
部
供
用
を
開
始

し
ま
す
の
で
、
使
用
料
を
河
北
地
区

の
公
共
下
水
道
使
用
料
と
統
一
料
金

と
し
、
下
記
（
表
３
）
の
と
お
り
設

定
し
ま
す
。

●
浄
化
槽
使
用
料
（
北
上
地
区
）
の

改
定

浄
化
槽
使
用
料
を
北
上
地
区
の
公

共
下
水
道
使
用
料
と
統
一
料
金
と

し
、
下
記
（
表
４
）
の
と
お
り
改
定

し
ま
す
。

問
　
下
水
道
管
理
課
（
内
線
３７２
）

各
総
合
支
所
下
水
道
担
当
課

公
共
下
水
道
使
用
料
・
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
使
用
料
・
浄
化
槽
使
用
料
が

4
月
か
ら
の
改
定
に
よ
り
、
6
月
請
求
分
か
ら
新
料
金
と
な
り
ま
す
。

公
共
下
水
道
使
用
料 

農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
使
用
料 

浄
化
槽
使
用
料 

公
共
下
水
道
使
用
料 

農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
使
用
料 

浄
化
槽
使
用
料 

改
定
し
ま
す

改
定
し
ま
す 

改
定
し
ま
す

改
定
し
ま
す 

改
定
し
ま
す 

を 

基本使用料 
 
 
 

従量使用料 
（１k当たり） 

１０kまで 
１０k超～２０kまで 
２０k超～３０kまで 
３０k超～５０kまで 
５０k超～６０kまで 
６０k超～１００kまで 
１００k超～２００kまで 
２００k超～５００kまで 
５００k超～ 

１,４００円 

１４０円 
 

１５０円 
    

１６５円 
１８０円 

１９５円 

基本使用料 
 

従量使用料 
（１k当たり） 

１０kまで 
１０k超～５０kまで 
５０k超～２００kまで 
２００k超～５００kまで 
５００k超～ 

１,４００円 
１５０円 
１７０円 
２００円 
２２０円 

１,４００円 
 

１５０円 
 
 

１７０円 
 

２００円 
２２０円 

１,２００円 
１４０円 

１６０円 
 
 

１７０円 
 

１９０円 

１,２００円 
 

１７５円  
 
 

２０５円  
 

２３０円 
２５０円 

１,３００円 
１５０円 

１７０円 
 
 

１９０円 
 

２１０円 

１,３００円 
 

１８０円 
 
 

２１０円 
 

２３０円 
２５０円 

１,４００円 
 
 
 

１５０円 

一　　般 
（世帯割） 

世帯割額１,４９８円＋３９２円×世帯員数 

事業所等 
（従量制） 

基本（１０k）使用料１,４９８円＋１６１円×１０kを超える使用量 

基本使用料 
 

従量使用料 
（１k当たり） 

１０kまで 
１０k超～５０kまで 
５０k超～２００kまで 
２００k超～５００kまで 
５００k超～ 

１,２００円 
１７５円 
２０５円 
２３０円 
２５０円 

１,４００円 
 

１７０円 
 
 

１９０円 
 

２１０円 
２３０円 

１,２００円 
１２０円 

１３０円 
 
 

１４０円 
 

１６０円 

１,３００円 
 

１９５円 
 
 

２３５円 
 

２６５円 
２８５円 

１,２００円 
 

１６０円 
 
 

１９０円 
 

２２０円 
２４０円 

区　　分 

旧　　　使　　　用　　　料 新　　　使　　　用　　　料 

区　　分 使　　　用　　　料 区　　分 排　除　汚　水　量 使用料 

排　除　汚　水　量 
河　北　地　区 

旧使用料 

区　　分 排除汚水量 使用料 

新使用料 

河　南　地　区 

旧使用料 新使用料 

桃　生　地　区 

旧使用料 新使用料 

北　上　地　区 

旧使用料 新使用料 

牡　鹿　地　区 （参考）石巻地区 

旧使用料 新使用料 使 用 料 

表1　公共下水道使用料の改定 

表2　農業集落排水処理施設使用料（河南地区）の改定 

表3農業集落排水処理施設使用料（河北地区）の設定 

基本使用料 
 

従量使用料 
（１k当たり） 

１０kまで 
１０k超～５０kまで 
５０k超～２００kまで 
２００k超～５００kまで 
５００k超～ 

１,４００円 
 

１５０円 

区　　分 排除汚水量 旧使用料 

１,４００円 
１７０円 
１９０円 
２１０円 
２３０円 

新使用料 

表4　浄化槽使用料（北上地区）の改定 

※河北地区の排除汚水量は、水道使用水量の8割算定を廃止します。 

問


